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ジョージ・A・バーミンガムの演劇
『ジョン・リーガン将軍』再評価

―ジョージ・バーナード・ショーとの関係を通して―
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A Reappraisal of George A. Birmingham’s Drama, General John Regan :
Through an Investigation of Birmingham’s Relationship with George Bernard Shaw
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【要 旨】
ジョージ・A・バーミンガムの演劇『ジョン・リーガン将軍』（１９１３）はロンドン、

ニューヨークで上演された時大成功を収めた。しかし翌年、この作品の舞台と見なされて
いるアイルランド西部の町ウェストポートで上演された時、「アイルランド人を侮辱した」
と多くの観客から誤解され、暴動が起き劇は途中で中止に追い込まれ、２０人以上の逮捕者
が出るというアイルランド演劇史上最悪の事件となった。この作品を高く評価した作家
に、後にノーベル文学賞を獲得し世界文学史上に永遠に名前をとどめているジョージ・
バーナード・ショーがいる。バーミンガムもショーもアイルランドの生まれであるが、も
ともと祖先はイギリスのプロテスタント教徒であった。『ジョン・リーガン将軍』とショー
の『ジョン・ブルのもうひとつの島』（１９０４）はともにアイルランドとイギリスの関係を
扱った演劇であり、アイルランドに対する彼らの複雑な感情と愛着が表現されている。本
稿ではショーがバーミンガムに宛てた手紙とふたつの演劇の論考を通して『ジョン・リー
ガン将軍』の再評価を試みる。
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１．はじめに

ジョージ・A・バーミンガム（１８６５－１９５０）
の演劇『ジョン・リーガン将軍』（１９１３）はロ
ンドン、ニューヨークで上演された時大成功を
収めた。しかし翌１９１４年２月、この作品の舞台

と見なされているアイルランド西部の町ウェス
トポートで上演された時、「アイルランドを侮
辱した」と多くの観客から誤解され、暴動が起
き、劇は途中で中止に追い込まれ、２０人以上が
逮捕されるというアイルランド演劇史上最悪の
事件に発展した。
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しかしこれほどのセンセーションを巻き起こ
した演劇も今日ではほとんど語られることがな
い。大きな暴動を起こしたアイルランド演劇と
いえばジョン・ミリントン・シング（１８７１－
１９０９）の『西の国のプレイボーイ』（１９０７）と
ショーン・オケイシー（１８８０－１９６４）の『北斗
七星』（１９２６）１）がクローズアップされ、『ジョ
ン・リーガン将軍』はすっかり陰に隠れた存在
となっている。

『ジョン・リーガン将軍』を高く評価した作
家に、後にノーベル文学賞を獲得し世界文学史
上に永遠に名前をとどめているジョージ・バー
ナード・ショー（１８５６－１９５０）がいる。バーミ
ンガムもショーもアイルランドで生まれたが、
祖先はイギリス人で、家庭はプロテスタント教
徒だった。『ジョン・リーガン将軍』とショー
の『ジョン・ブルのもうひとつの島』（１９０４）
はともにアイルランドとイギリスの関係を扱っ
た演劇で、彼らのアイルランドに対する複雑な
感情と愛情が表現されている。

本稿では、ショーがバーミンガムに宛てた手
紙の分析を通して、ショーがいかにバーミンガ
ムを高く評価していたか、そして『ジョン・
リーガン将軍』がロンドンの劇団主宰者に好条
件で買い取ってもらえるよういかにショーが
バーミンガムのために尽力したかを考察する。
次いでこの作品とショーの『ジョン・ブルのも
うひとつの島』を比較検討することによって
ショーがなぜバーミンガムを高く評価していた
かを考察する。そしてこれらの考察を通して、
今日では忘れられた存在となっている『ジョ
ン・リーガン将軍』の再評価を試みる。

２．ショーがバーミンガムに宛てた手紙
－『ジョン・リーガン将軍』上演に向けて
の尽力－

ショーがバーミンガムに宛てた手紙は１９１１年
１２月１５日付けから１９１２年の２月２９日付けのもの
まで７通が現存している。２） それらの手紙か
らは、ショーが『ジョン・リーガン将軍』が好
条件で上演されるためにどれほど尽力したかが

うかがえる。
バーミンガムは『スペインの黄金』（１９０８）３）

の成功によって一躍小説家としての名声を博し
た。アイルランド国教会副司祭 J.J.メルドンが
親友の退役軍人メイジャー・ケントとともにア
イルランド西海岸沖の離れ小島に、スペイン無
敵艦隊が残していったと噂される黄金探しの冒
険に出かける。彼らはそこで黄金探しのライバ
ルに出くわす。メルドンは、黄金は島に住む老
人が所有していることを知り諦めるが、ライバ
ルたちは老人からそれを略奪しようとする。そ
こでメルドンは隣の島に住むカトリック神父と
力を合わせて彼らを撃退する。

この小説を賞賛したロンドンの演劇代理人
ゴールディング・ブライトが、１９１１年１１月２３
日、バーミンガムに手紙を出し「あなたの小説
の登場人物は演劇に登場しても非常に新鮮で、
きっと成功を収めると確信します」と述べ、メ
ルドンを主人公にした演劇の制作を持ちかけ
た。４） このことに関してバーミンガムは、ト
マス・ハーディーが会長を務め、ショーをはじ
め、H.G.ウェルズやラドヤード・キプリングら
当代一流の作家たちが所属している「作家協会」
に相談をしたところ、秘書のハーバート・スリ
ングから、ゴールディング・ブライトなら大丈
夫だと太鼓判を押す１２月５日付けの手紙がバー
ミンガムに届き、「あなたに呈示される契約に
関してもアドバイスが必要であれば、喜んでさ
せていただきます」と付け加えた。５）

その後、バーミンガムはメルドンを主人公に
した演劇を書き始め、ブライトは１２月２０日付け
のバーミンガム宛ての手紙の中で、「J.J.（＝メ
ルドンの愛称 ＊筆者注）を主人公にした演劇
に取り掛かっているとお伺いし、非常に嬉しく
思っております」と述べた。６）

バーミンガムは完成した演劇を『ジョン・
リーガン将軍』と名付けて原稿をブライトに
送ったところ、彼は、１９１２年１月１日付けの返
事の中で「『ジョン・リーガン将軍』ほどすば
らしい作品ならば、私はあなたが提供してくだ
さるどんな演劇でも快く受け入れます。昨日読
んで、私は今まで経験したことがないほどの楽
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しみを味わいました」と絶賛した。そしてそれ
と同時に話をもう少し長くして欲しいと注文し
た。７）

この後でショーは１月６日にバーミンガムに
宛てた手紙の中で、『ジョン・リーガン将軍』
の上演が成功するためにはどんな協力も惜しま
ないことを申し出た。「あなたは、あなたの演
劇に最大の敬意を払うべきです。きっとあなた
の演劇は貴重な財産になるでしょう。劇中人物
の会話は非常に効果的です。私は声を出して読
んでみました。すばらしいです」とバーミンガ
ムの演劇を称賛したうえで、代理人ゴールディ
ング・ブライトに対する警戒心を次のように述
べた。「G.B.は他の代理人よりも決して悪くは
ありません。しかし彼の第一の関心はあなたの
稼ぎから１０パーセントを得ることなのです。…
私が契約書を見ないうちは決してサインしない
で下さい。そして、もちろん何も約束しないで
下さい」さらに続けてショーは、イギリス人俳
優ではメルドンを演じることはできないだろう
から最適のアイルランド人俳優を見つけ出すの
を手伝うと約束し、「困難にぶつかって助けが
必要な時にはためらわずに私を利用してくださ
い。私も今まで同じように助けられて来ました
ので、今回は借りを返そうとしているだけで
す。特に今はあらゆる手を使ってあなたを騙そ
うとする代理人がいるので、あなたは誰かの力
を借りる必要があります。どうぞ私に頼って下
さい」と申し出た。８）

ブライトがこの演劇の原稿をロンドンの３人
の劇団主宰者に送ったところ、３人とも１週間
以内に読み終え、いずれも高く評価した。その
中で上演に最も強い関心を示したヘイマーケッ
ト劇団の主宰者チャールズ・ホートレイとブブ
ライトは交渉を進めてゆくことになった。９）

その後、ブライトとホートレイの間で契約書
の草稿が作成され、そのことを知ったショー
は、２月１０日、バーミンガムに契約書を一刻も
早く見せて欲しいと催促する手紙を出し、「彼
らを信頼しないで下さい。私に契約書を送って
下さい。もし納得ゆくものであれば損害は被り
ませんが、そうでなければ何かの損害を被る可

能性があります。H.（＝ホートレイ ＊筆者注）
は金儲けに熱心で良心に欠けます。B（＝ブラ
イト ＊筆者注）は道で待ち伏せしている熊の
ような恐ろしい存在です」と警告した。１０）

しかしバーミンガムは契約書の内容を口頭で
知らされただけの模様で、それをショーに伝え
た。するとショーは２月１４日付けのバーミンガ
ム宛ての走り書きの葉書の中で、「とても納得
のできる条件ではありません。興行収入が１週
間４００ポンド以下であれば印税５％、４００ポンド
以上８００ポンド以下であれば７．５％、８００ポンド
以上であれば１０％が支払われるべきです。興行
収入１６００ポンド以上で印税１０％などというのは
完全に人を馬鹿にしています」と述べ、再び「私
に契約書を見せてくれた方がいい」と催促し
た。１１）

その後、２月１６日にショーは改めてバーミン
ガムに手紙を書き、「この前の走り書きの葉書
に付け足して申し上げます。G.B.が H.との交渉
を優位に進めていけるとは思えません。G.B.は
疑いなく善意の人間です。しかし彼は正式に法
律の勉強をしたことがなく、彼が交渉する劇場
支配人に気に入られようとしているだけなので
す。興行収入１６００ポンドでわずか印税１０％とい
うのが、ひとかけらの良心もないことを示す紛
れもない証拠です」と述べた。１２）

さらにはショーが属する作家協会の秘書のス
リングも翌日バーミンガムに手紙を書き、「契
約書を転送いただければ幸いに存じます。はっ
きり言えることは、金銭的にあまり良い呈示で
はないということです。しかし実際に契約書を
見ないうちは法律に基づいた回答を差し上げる
ことは不可能です。もちろん興行収入１６００ポン
ドで印税１０パーセントということ自体は話にも
なりませんが」と一刻も早く契約書を見せて欲
しいと依頼した。１３）

そして代理人ブライトは２月２０日付けの手紙
とともにやっとバーミンガムに契約書を送っ
た。その中で彼は、作家協会のスリングからの
契約書に関する不服について、「契約条件は正
当なものではないという作家協会の秘書の言葉
が私にはまったく想像ができません。私の何年
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間にも及ぶ経験の中で、演劇の経験が浅い作家
に呈示された契約でこれ以上好条件のものに出
会ったためしはありません」と反駁した。１４）

バーミンガムから転送されてきた契約書に目
を通したスリングは、２月２３日付けの返事の中
で「１週間の興行収入５００ポンドで５％、５００ポ
ンド以上で７．５％、８００ポンド以上で１０％が正当
な印税」と回答した。１５）

翌２４日、ショーもバーミンガムに長い手紙を
書き送り、「演劇に関しては経験が浅い作家で
あろうとなかろうと関係ないということをあな
たは譲るべきではありません。あなたは決して
経験の浅い作家などではなく、すでに成功した
小説家であるという紛れもない事実がありま
す。それはこの上なく大きな強みです」と述べ、
「興行収入１６００ポンド以上の場合は１２．５％以上
の印税が支払われるべき」と主張した。１６）

スリングとショーの契約書修正案が受け入れ
られたかどうかは定かでないが、２月２７日には
代理人のブライトが、『ジョン・リーガン将軍』
を上演するヘイマーケット劇団の主宰者ホート
レイが署名した契約書をバーミンガムのもとに
送った。１７） そしてバーミンガムはその内容を
了承し、ブライトが捺印しホートレイのもとに
送り返した。その後、ブライトは３月１６日付け
のバーミンガム宛ての手紙の中で契約が正式に
成立した旨を伝えた。１８）

しかし最終的な契約書が作成されたことを知
らないショーは、２月２９日にもバーミンガムに
走り書きの葉書を出し、「スリングと私に仕事
を任せて下さい。私も委員会に属しています。
それは彼と私両方の仕事です。あなたのために
解決して差し上げます」と最後の最後まで尽力
を惜しまなかった。１９）

３．『ジョン・リーガン将軍』がアイルランド
で巻き起こした暴動

『ジョン・リーガン将軍』は、バーミンガム
にとっては『エレナーの企て』（１９１１）に次ぐ
２作目の演劇だった。２０） １９１３年１月９日、こ
の演劇がロンドンのアポロ劇場で初演された

時、観客も批評家たちもこぞって絶賛し、多く
のイギリスの新聞は「非の打ちどころのない３
幕風刺劇」「活き活きとした上等の風刺劇」「こ
の上ないユーモア」「最高の冗談」と書き立て
た。この演劇はその後も連日の大入りとなり、
途中６月に短期間の休演をはさんで９月９日ま
で続くロングランとなった。そして１１月には
ニューヨークのハドソン劇場で上演され、その
後はリバティー劇場で１２月２１日まで上演され、
アメリカでも絶賛された。２１）

しかしこの演劇が翌１９１４年、この作品の舞台
と見なされているアイルランドのウェストポー
トで上演された時、アイルランド演劇史上最悪
の暴動が起きた。

実はこの演劇がロンドンで上演されている
時、ウェストポートでの暴動を予感させるよう
な出来事があった。この演劇を観たひとりのア
イルランド人がアイルランドで発行されている
『ナショナル・ウィークリィー』に痛烈な批判
の手紙を書き送った。それは１９１３年の２月１日
号に、「ロンドンの一演劇に対する抗議」とい
うタイトルで掲載され、「アイルランド人の医
者、アイルランド人の神父、アイルランド人の
農夫の描写にはひどい悪意が込められていると
私は思います。彼らは金に対する強欲から次々
と欺瞞を働き、この上なく卑しくあさましい無
学のアイルランド人の性質をイギリスの一般大
衆にさらけ出しています」と述べた。２２）『ジョ
ン・リーガン将軍』のアイルランド公演はふた
つのイギリスの劇団が行った。そのうちのひと
つ、W.ペイン・セルドン劇団は１９１４年１月２６
日にキルケニーで初演の後、ゴールウェイ、
キャスルバーでの上演を経て、２月４日にウェ
ストポートで上演を行った。

キャスルバーでの上演は、地元の著名なナ
ショナリストが「アイルランド人に対するこの
うえない誹謗と侮辱」と評したように大きな反
感を買った。２３） そしてウェストポートでの上
演の数日前、町の壁には「ジョン・リーガン将
軍に対する警告。ロンドンで神父を笑いものに
した演劇を観ないように」という脅し文が掲示
された。２４）
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この演劇の中には、登場人物のマコーマック
神父が旅籠の経営者ティモシイ・ドイルにそそ
のかされてウィスキーを密かに飲むシーンがあ
るが、アイルランドでの上演ではこのシーンは
カットされた。

ウェストポートの上演では暴動がおこること
が懸念されたので警官が会場であるタウンホー
ルの内外に配置された。幕が開くや否や数多く
の観客が激しいヤジを飛ばし始め、俳優たちの
セリフが聞き取れない状態に陥った。第２幕が
開き、マコーマック神父を演ずる俳優が舞台に
登場すると同時に、暴徒たちが舞台に飛び上が
りこの俳優に襲い掛かり、衣装をずたずたに引
き裂いた。警官が警棒で暴徒たちを制止し、俳
優たちは舞台から逃げ去り、劇は中止に追い込
まれた。暴徒たちの数は膨れ上がり、彼らは椅
子その他のものを警官に投げつけた。暴動は劇
場の外でも続き、暴徒たちは、俳優たちが逃げ

帰った宿泊先のホテルに石を投げ数多くの窓ガ
ラスを割り、罵詈雑言を浴びせかけた。暴動は
真夜中まで続き、２０人以上が逮捕されるとい
う、前にも後にも例を見ないアイルランド演劇
史上最悪の暴動となった。

４．『ジョン・リーガン将軍』の真の意図は

『ジョン・リーガン将軍』の舞台はバリモイ
というアイルランド西部の架空の村で、ウェス
トポートが舞台だといわれている。

ある夏の暑い日、ホレイス・P・ビリングと
名乗るアメリカ人が大きな乗用車を運転してこ
の村を訪れ、「帝国ホテル」という名の居酒屋
同然の旅籠に部屋を予約する。村の中心部には
人影はなく、働いている人々の姿もまばらで、
このアメリカ人は旅籠の経営者であるティモシ
イ・ドイルに、「私は、１週間、この神に見捨
てられたあなたの国を旅行して、その沈滞ぶり
を見て参りました。しかし今までに見た中では
ここが一番沈滞していると思います」と語る。
そして「もし自分がこの村を少しでも活気づけ
ることができれば面白い」と付け加える。２５）

このアメリカ人は地元紙『コナハト・イーグ
ル』の経営者兼編集者であるサディウス・ゴリ
ハーに会い、彼がバリモイを訪れた理由を語
る。彼は、この村に生まれ後に南米ボリビアの
独立のために戦った「ジョン・リーガン将軍」
の伝記を書く予定だという。同時に彼は将軍を
記念して建てられた銅像を見たいという。しか
し村人たちは誰も将軍のことも銅像のことも知
らない。

ここで登場するのが主人公のサディウス・オ
グラディ医師である。当初、バーミンガムは
『スペインの黄金』の J.J.メルドンをこの演劇
でも主人公にする予定だったが、代理人のゴー
ルディング・ブライトからの、主人公は聖職者
以外がふさわしいという忠告もあって、別の人
物を創造した。彼は、メルドン同様、快活で楽
天的でエネルギーに溢れた若者である。彼もま
た将軍については全く知らないが、知っている
ふりをしてビリングをペテンにかけようと企

『ジョン・リーガン将軍』のウェストポート公演
が巻き起こした暴動を報道する新聞記事
（Daily Sketch , February６，２０１４）
－Trinity College Manuscripts３４４１／３７

Bulletin of Beppu University Junior College，３４（２０１５）

― ９３ ―



む。彼はビリングに、地方議会が将軍の銅像建
立に関して何年間も議論を続けているとありも
しない話をし、ビリングに莫大な寄付金を約束
させる。

オグラディ医師の指揮のもと、村人たちはビ
リングを欺くための陰謀に次々と着手する。ゴ
リハーは、彼の新聞の中で将軍の銅像を建てる
必要性を強調する記事を書く。『スペインの黄
金』の中のメルドンの相棒であるメイジャー・
ケントがこの演劇の中にも登場する。彼は最
初、誰も知らない将軍の銅像を建てることに強
く反対するが、結局はオグラディ医師に言いく
るめられてペテンの片棒を担ぐことに同意す
る。

警察署は将軍が子供時代を過ごした家に仕立
てられ、ドイルの農場にある廃墟と化した小屋
は将軍が生まれた家に仕立てられ、ドイルの旅
籠で働くメアリー・エレンは将軍の子孫を演じ
ることになる。

銅像に関してはドイルの甥の彫刻家が制作を
依頼される。しかし誰も将軍のいでたちを知ら
ないので、ドイルの甥の彫刻家は、完成直前で
キャンセルされた前アイルランド副総督の銅像
を提供する。オグラディ医師は、アイルランド
総督を除幕式に招待し、村に桟橋を作るための
政府補助金を要求し、そしてそれを他の目的に
使おうと提案する。

除幕式当日、村人たちが準備に追われている
時、突然、ダブリン城から総督の来訪キャンセ
ルを告げる電報が届く。代わりに除幕式には総
督専属副官のアルフレッド・ブラックニー卿が
怒り心頭の面持ちでやって来て、オグラディ医
師に、総督は将軍のとんでもない正体を知った
が故に来訪をキャンセルしたことを語り、即刻
除幕式を中止するよう命ずる。村人たちは、陰
謀は失敗に終わったと信じ、村は将来大きな借
金を背負うことになるだろうとオグラディ医師
を激しく責める。しかし医師は、奇妙な論理の
議論でブラックニー卿をやり込め、当惑させ
る。

その時、アメリカ人ビリングが再び現れ、謎
の将軍に関する真実を暴露する。そして彼は、

村人たちを一致団結させて自分をペテンにかけ
ようとしたオグラディ医師の獅子奮迅の活躍を
称賛し、約束通り彼らに巨額の金を寄付する。
そして除幕式も予定通りに行われ、村人たちの
大きな拍手で終了する。

果たして『ジョン・リーガン将軍』は、イギ
リスの観客や批評家たちが述べたようにただ単
なるアイルランド人に対する風刺劇なのだろう
か。それともアイルランド人の観客がそう思っ
たように、アイルランド人に対する侮辱なのだ
ろうか。

確かにこの演劇のうちには風刺が見られる
が、アイルランド人の観客は、ナショナリスト
だけでなくイギリス寄りのユニオニストも風刺
されているという事実を見落としたように思わ
れる。サディウス・ゴリハーは熱狂的なナショ
ナリストで、事ある毎に彼のナショナリズム思
想を吹聴しイギリスのアイルランド支配を弾劾
する。そしてジョン・リーガン将軍の銅像の除
幕式の時、酔っ払って、楽団が演奏しているア
イルランドの愛国歌をイギリスの愛国歌と思い
込み猛烈に抗議するという無様さを演じる。し
かしユニオニストのブラックニー卿に対しても
バーミンガムは同様に風刺の矛先を向けてい
る。彼は、オグラディ医師がアイルランド総督
を騙そうとしたと思いこんで、謝罪を要求す
る。しかしオグラディ医師はそれを無視し、ア
イルランド総督の役割はただ単なる飾りものな
ので、将軍の正体が何であれ、除幕式にやって
来てスピーチをすべきだと主張する。そしてそ
の他数々の奇妙な理屈の議論でブラックニー卿
をたじたじにさせる。その後、アメリカ人ビリ
ングから寄付金を受け取った村人たちは、除幕
式を予定通り決行し、ブラックニー卿は、楽団
がアイルランドの愛国歌を演奏している時、そ
れがボリビアの国歌だという村人たちの嘘を信
じ込み、帽子を脱いで敬意を表する。そればか
りかスピーチも強要される羽目になるが、「下
手くそ」と村人たちからやじられる。
『ジョン・リーガン将軍』が、ただ単にアイ

ルランド人に対する風刺でもなく侮辱でもない
ことを示すもうひとつの大きな理由はアメリカ
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人ビリングの存在である。もし彼がただの善意
の持ち主で、オグラディ医師と村人たちに騙さ
れるのならば、この演劇はアイルランド人に対
する侮辱と非難されても当然だろう。しかし実
際にはビリング自身も村人たちを騙したペテン
師であることが判明し、最終的には彼も村人た
ちも満足しハッピーエンドで幕を閉じる。

このハッピーエンドをもたらした原動力はオ
グラディ医師であり、この演劇を通してバーミ
ンガムが最も訴えたかったのは人々の融和に対
する真の願いであったと思われる。

バーミンガムは約６０年間を聖職者として務め
た信仰心の深いキリスト教徒であった。彼の著
した神学書のうちのひとつ『キリスト教修道院
制度の精神と起源』（１９０３）の中で、「プロテス
タント教徒は人生における獲得と喜びの機会を
最大限に、正直に利用することにより、神に対
する感謝を最大限に表現することができる…彼
は神を恐れ、神以外のなにも恐れない人間であ
る」と述べている。２６） オグラディ医師は、こ
の理想的なキリスト教徒像を体現しているとい
えよう。

バーミンガムは、旧約聖書中の預言者イザヤ
に関する伝記『イザヤ』の中で、彼の信念、人
間愛、優しさを賞賛し、「完全な絶望の時でも
決して挫けない信念を持っている。しかしその
背後には愛と優しさ、イェルサレムとその人民
に対する愛、そして罪に対してではなく罪人に
対する優しさが存在する」と述べている。２７）

オグラディ医師もイザヤと同じように強い信念
を持ち、絶体絶命の危機の中にあっても成功を
疑わず勇敢に行動する。そしてバリモイと村人
たちを愛しているが故に、彼らを一致団結させ
て共通の利益のために邁進する。
『ジョン・リーガン将軍』は、バーミンガム

の深いキリスト教信仰心が彼のユーモアのセン
スと効果的に結びついて生み出された作品であ
り、世界中のすべての人々の融和に対するバー
ミンガムの真の願いを表現しているといえよ
う。

『ジョン・ブルのもうひとつの島』のうちに見
るショーのアイルランド観

バーミンガムもショーもイギリスからの移民
の子孫としてアイルランドで生まれた。バーミ
ンガムの場合、父方、母方ともに祖先はスコッ
トランド人であったのに対し、ショーの場合、
父方の祖先はスコットランド人で、母方の祖先
はイングランド人だった。バーミンガムはベル
ファストで生まれ、ショーはダブリンで生ま
れ、共に家庭はプロテスタント教徒だった。イ
ギリスの植民地支配下にあったアイルランドの
中で、カトリックのアイルランド現地民の間で
暮らしたことが彼らの複雑なアイルランド観を
形作ったものと思われる。

アイルランドに対するショーの複雑な感情を
表現しているのが『ジョン・ブルのもうひとつ
の島』（１９０４）である。

主人公は、ロンドンで会社を経営するイギリ
ス人の土木技師トム・ブロードベントと彼の
パートナーでアイルランド人のラリー・ドイル
である。ふたりはラリーの故郷であるアイルラ
ンドの架空の町ロスカレンでのホテル、ゴルフ
場等の土地開発計画を企てる。この町にはラ
リーを１８年間待ち続ける彼の恋人ノラ・レイ
リーがいた。ドイルは再会した彼女を冷たくあ
しらうが、ブロードベントは彼女に強く惹かれ
結婚を申し込み、そしてこの町から国会議員と
して立候補し、アイルランドの独立と発展のた
めに尽力することを誓う。

ショーのアイルランドに対する複雑な感情を
最も具現しているのがブロードベントである。
概してアイルランド人は饒舌で陽気で空想的、
イギリス人は冷徹で実利的で現実的というステ
レオタイプでとらえられがちだが、ショーはむ
しろイギリス人の方が空想的で現実感に乏し
く、アイルランド人の方が狡猾で現実的である
と指摘している。そしてイギリス人ブロードベ
ントを「陽気で、恰幅がよく、お人好しで、ひ
がまず、そして何よりも仕事も恋愛もうまくや
り遂げてゆく」と評し、逆にアイルランド人ド
イルに関しては、「幻想を持たず、事実を直視
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し、苦労性で勤勉、研ぎ澄まされた知性を持
つ」と評している。２８）

しかしショーはブロードベントを必ずしも好
意的にのみ描いてはおらず、風刺的な描写も見
られる。ロスカレンから国会議員として立候補
することを決意したブロードベントは人々の前
で、アイルランドの独立と発展のために尽くす
と自らの言葉に陶酔しながら熱狂的に語る。そ
の姿は滑稽でさえあり、ドイルは「あいつはア
イルランド人の笑い者になっていることを知ら
ないのだ。そしてアイルランド人の笑い者に
なっている限りは選挙に勝つ」と揶揄する。２９）

さらにブロードベントは、狂人になって神父の
地位を追われたピーター・キーガンの言葉に感
動してアイルランドの独立と発展のために尽く
すことを固く決意して、この演劇は幕を閉じ
る。

キーガンの「私には天国と地獄というふたつ
の国しか存在しない。救済と天罰というふたつ
の人間の状態しか存在しない。愚かだが賢いイ
ギリス人であるあなた（＝ブロードベント ＊
筆者注）と賢いが愚かなアイルランド人である
あなた（＝ドイル ＊筆者注）の間に私は立っ
て、あなたがたのうちどちらに天罰が下るのか
は無知な私には分かりません。しかし私は、あ
なた方に対して平等に心の扉を開かなければ、
私の天命に対して不誠実だということになりま
す」３０）という言葉は、対立を続けているアイル
ランド、イギリス両国に対するショーの複雑な
感情と両国の融和に対する彼の願いを隠喩的に
表現しているといえよう。

A.M.ギブスは、「総体的には、『ジョン・ブ
ルのもうひとつの島』は、アイルランドとイギ
リスに関して、両国の国民性についてのステレ
オタイプ的な見方を覆す痛烈な風刺劇である。
同時にこの演劇は、様々な異なる人間活動の間
に、そして人間と神の間に立ちはだかる社会的
に構築された障壁が取り除かれるというショー
が理想とする社会の姿を文学によって表現して
いる。この演劇は、究極的には、イエイツが言
うところの『文化の調和』をショー流の方法で
呈示していると見なすことができる」と指摘を

している。３１）

ショーが重きを置こうとしたのはアイルラン
ド、イギリスに対する風刺なのか、両国の融和
なのか定かではない。しかし『ジョン・ブルの
もうひとつの島』は、ステレオタイプは存在し
ない、すなわち国民性で個々の人間を判断する
ことはできないという事実を強調している。そ
の意味でも普遍的な価値を持った作品といえよ
う。

ショーの生家跡（３３Synge Street, Dublin）
－２０１４年８月筆者撮影

生家跡に掲げられた記念のプレート（Bernard
Shaw, Author of Many Plays Was Born in this
House，２６June１８５６）

－２０１４年８月筆者撮影
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バーミンガムの生家跡（左端）
－２００７年８月筆者撮影

バーミンガムの生家跡に掲げられた記念のプレー
ト（James Owen Hannay, George A. Birmingham,
Novelist１８６５－１９５０，Born in this House, June１６）

－２００７年８月筆者撮影

結論－ショーがバーミンガムを高く評価した理
由は－

バーミンガムとショーの経歴、そして『ジョ
ン・リーガン将軍』と『ジョン・ブルのもうひ
とつの島』の間にはいくつかの共通点が見られ
る。

前述したように、バーミンガムもショーもイ
ギリスからのプロテスタント移民の子孫として
アイルランドに生まれた。バーミンガムの本名
はジェイムズ・オウエン・ハネイで、生家は、
現在はクイーンズ大学ベルファスト校の事務局
となっており、ショー同様、生家跡には記念の
プレートが掲げられている。

そしてバーミンガムもショーも家庭の伝統を
受け継いだ強固なプロテスタント教徒だった。
バーミンガムは、自叙伝『麗しき土地』（１９３４）
の中で、彼の家庭がどれほどイギリスに断固た
る忠誠を誓うプロテスタント・ユニオニストで
あったかのエピソードを紹介している。しか
し、それでいながらバーミンガムもショーもア
イルランドのナショナリズムに共鳴し、アイル
ランドのイギリスからの独立を支持した。バー
ミンガムは「私は決してオレンジマンにはなら
なかった。私は、人生の大部分、北アイルラン
ドのプロテスタントの同胞が堅持している政治
的見解には反対してきたと」と述べている。３２）

ショーもまた「私は家庭の伝統に従ってどう猛
で威圧的ともいえるプロテスタントである。し

かし、だからといっていかなるイギリス政府も
私の忠誠をあてにしてはならない。私はアイル
ランドの共和主義と独立を心から支持するイギ
リス人にふさわしい人間なのだ」と彼独特の辛
辣な言い回しで述べている。３３）

そしてバーミンガムもショーもアングロ・ア
イリッシュのプロテスタントであったが故に、
ナショナリストであったとはいえ、時にはカト
リック教徒に対して批判的な見解を持ち、それ
を彼らの作品のうちに風刺的に表現したために
非難された。ショーによれば、『ジョン・ブル
のもうひとつの島』は、W.B.イエイツの要請
によってダブリンのアベイ劇場での上演のため
に書いたが、上演を拒否されたという。劇場の
資金力の問題もあったが、主な理由は「その理
想に基づいて新しいアイルランドを創造するこ
とに傾注している新ゲール運動のいかなる精神
にもそぐわなかったため」と述べている。３４）

そしてショーは、この演劇は「本物の昔のアイ
ルランドを容赦なく示している」と断言してお
り３５）、やはりアイルランドのありのままの姿を
示そうとした『ジョン・リーガン将軍』をなぜ
高く評価したかを察することができる。

ふたつの演劇の相違点は、ショーがアイルラ
ンド人、イギリス人のステレオタイプを否定し
ようとしたのに対し、バーミンガムはステレオ
タイプそのものを描こうとしたことである。
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『ジョン・リーガン将軍』のオグラディ医師に
しても、『スペインの黄金』の J.J.メルドンにし
ても、バーミンガムのユーモア作品の主人公た
ちは、陽気で、楽天的で、冒険を好むアイルラ
ンド人である。それに対し、彼の作品に登場し
てくる多くのイギリス人は、メイジャー・ケン
トのように慎重で、保守的で、懐疑的である。
しかしショーもバーミンガムも、アイルランド
人とイギリス人の融和を心から望んだという点
では共通している。

ショーもまた、『ジョン・リーガン将軍』か
ら、バーミンガムの人間同士の融和を願う真摯
な気持ちを読みとり、融和を達成するためには
ユーモアが不可欠であることを教えられたのか
も知れない。

バーミンガムは今日ではあまり語られること
のない存在だが、ショーだけではなく、W.B.
イエイツ、グレアム・グリーン等の文学者た
ち、ゲーリックリーグの創始者であるダグラ
ス・ハイド等の政治家たちにも影響を与えた。
今後はバーミンガムが彼らに与えた影響も解明
することにより、さらに再評価を試みる予定で
ある。

注

（使用テキスト）
-George A. Birmingham, General John Regan: A Play
in Three Acts , licensed by Lord Chamberlain’s Office
on December ３１，１９１２，for the Apollo Theatre produc-

tion, Lord Chamberlain’s Papers, No．１２９５，London:
British Library

- George Bernard Shaw, John Bull’s Other Island
（１９０７，rpt; London: Penguin,１９８４）

１）原題は John Millington Synge, The Playboy of the
Western World （１９０７）と Sean O’Casey, The
Plough and the Stars （１９２６）。

２）George Bernard Shaw Collection , Harry Ransom
Center, University of Texas at Austin.

３）原題は Spanish Gold （１９０８）。
４）“Letter from R. Golding Bright to George A, Bir-

mingham, November ２３rd，１９１１”，Papers of J.O.

Hannay , Trinity College Dublin Manuscripts
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手紙以降、ブライトは宛名にバーミンガムの本名
である James Owen Hannay を用いている。
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３４５５／４４７．
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７）“Letter from Bright to Hannay, January
１st，１９１２”，TCD MSS ３４５５／４５３．

８）“Letter from George Bernard Shaw to Han-
nay，６th January，１９１２”，George Bernard Shaw
Collection , Harry Ransom Center, University of
Texas at Austin.

９）“Letter from Golding to Hannay, January
１８th，１９１２”，TCD MSS ３４５５／４５４． この手紙の
中でブライトはプレイハウス劇団（The Playhouse）
を主宰するシリル・モ－ド（Cyril Maude）も関心
を示したと述べているが、最終的にはヘイマー
ケット劇団（The Haymarket）を主宰するチャー
ルズ・ホートレイ（Charles Hawtrey）と契約を結
ぶことになった。

１０）“Letter from Shaw to Hannay，１０th Febru-
ary，１９１２”．

１１）“Letter from Shaw to Hannay，１４th Febru-
ary，１９１２”．

１２）“Letter from Shaw to Hannay，１６th Febru-
ary，１９１２”．

１３）“Letter from Thring to Hannay, February
１７th，１９１２”，TCD MSS ３４５５／４６９．

１４）“Letter from Bright to Hannay, February
２０th，１９１２，TCD MSS ３４５５／４７１．

１５）“Letter from Thring to Hannay, February
２３rd，１９１２”，TCD MSS ３４５５／４７４．

１６）“Letter from Shaw to Hannay，２４th Febru-
ary，１９１２”．

１７）“Letter from Bright to Hannay, February
２７th，１９１２”，TCD MSS ３４５５／４７６．

１８）“Letter from Bright to Hannay, March
１６th，１９１２”，TCD MSS３４５５／４８９．

１９）“Letter from Shaw to Hannay，２９th Febru-
ary，１９１２”． George Bernard Shaw Collection
のうちには、ショーがバーミンガムに宛てた７通
の手紙の他に、ショーが添削を加えたブライトと
ホートレイの間の契約書の草稿があるが、実際に
ショーの添削通りに修正されたかどうかは定かで

はない。
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【Abstract】
When George A. Birmingham’s drama, Gen-

eral John Regan （１９１３），was performed in
London and New York, it had great success.
However, when it was performed in Westport,
a West of Ireland town deemed to be the
drama’s setting, many spectators conceived

the wrong idea that the drama was blas-
phemy against the Irish. As a consequence the
most violent riot in the history of Irish drama
occurred and more than twenty people were
arrested. Among those who acclaimed this
drama was George Bernard Shaw, who later
received a Nobel Prize for literature and for-
ever stamped his name in the history of world
literature. While both Birmingham and Shaw
were born in Ireland, their ancestors were
Protestants from Britain. General John Regan
and Shaw’s drama, John Bull’s Other Island
（１９０４），deal with the relationship between
Ireland and Britain, both of which display the
authors’complex notions of Ireland and their
hearty attachment of the country. This paper
attempts a reappraisal of General John Regan
through an investigation of Shaw’s letters to
Birmingham and a comparative analysis of
both dramas.

【Keywords】
Irish drama Humor Satire Stereotype
Reconciliation
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